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池の動物 1 . アメーバの世界
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速い。アメーパの世界でも速くすすむためには流線型になる必要があろようだ。これらのアメーバ

は体を韮物に密着させてすぺるように進むが、オオアメーバなどは仮足を手足のようにのばし体を

うかせて歩いているような動 きをみせる 。 仮足の出し方はでたらめ方向で、 進み方も前後左右気の

むくままである 。 この仲間はもっとも教科書どおりの姿と動きをしてくれるので学校での実習に用

いるのに都合がよい。 さてこれらのアメ ー パも何かのはずみで基盤をはなれ標流する形になると球

状に変り、四方八方へ仮足を出してコンペイトウ型または星型になる。これは要するに手足をのば

して早く何かにつかまろうとするためである。また基物につくと再びもとの種に特有の形にもどる

のである。いざというときはどのアメ ーバもこのように変幻自在の本領を発揮するわけだ。

生物がはじめて水中に誕生したとき 、その姿はアメーパに似ていたと考えられろ。そのような裸

の細胞がやがて外側を細胞膜でつつむようになった。次に細胞が分裂しても分離せずそのまま集団

生活をつづけるようになったものが多細胞動物である。今日の普通の細胞も細胞膜をうまく除去し

てやると裸の細胞になってしまう。こうなるとどの細胞でもアメーパのように行動するようになる。

臼血球やリンパ球は体細胞であるがはじめからアメ ーバのよう に動き細胞間隙などをぬって歩きま

わっている。植物の粘菌にみる変形体 もアメ ーバ様細胞として著明である。多細胞生物の体細胞に

もこのような自由の身のアメーパ型細胞 amoeboid ce 11 は意外に多く存在するのである。裸の細

胞はいわば生物の原始の姿であり、その姿のままで今も変らずに生きつづけているのがアメーバで

ある。生物は単純なものから複雑なものへと進化した。生物の進化では生存競争に勝ったものが適

者として生き残り、そうでないものは滅び去ったと教科書に書いてある。そのとおりならアメ ーバ

のよ うに単純な も のは原始の昔にはいたがやがて進化して姿をかえてしまったはずであり、姿をか

えずにいたらやがて滅び去ってしまったはずであろ。だが事実はさにあらず、 実にアメーバは地球

上のあらゆる場所の水にすむだけでなく 、 たとえば人の口中には口腔アメーバ、腸には大腸アメー

バや有名な赤痢アメーバなどがすむように、すぺての動植物の体内にそれぞれ特有のアメーバが常

駐している 。しかもそれらは池や自然の水にいるものと外見上さしてかわらない姿をしているのだ。

アメーバは水が乾けばシストをつくって休眠する 。 こうなると花粉や胞子のように風とともに上空

ヘもまい上り、伺千キロもの長旅もする。つまり空気中にもぼう大な数のアメーバが漂って生ぎつ

づけているのだ。このようなシストが水に落ちればまた元のアメ ーバの姿になって歩き出す。だか

らどんなきれいな水でもふたをあけておくといつのまにかそこにアメ ーバの姿を見るようになる。

なぜアメーバは単純な原始の姿のままでこのようにありとあらゆる場所に適応し、しかも不死烏

のように生きつづけられるのか。アメーバは裸のままで不都合はないのか。それなら裸の細胞は着

物を着る必要などなかったはずである。つまりは生物は原始のままで進化しなくてもよかったし、

進化する必要などなかったのか。ア メ ー バはこのような生物学の謎をとき我々に多くの解答をあた

えてくれる生物である。にもかかわらずアメーパは今もその姿を誰にもみられることなく池の中に

すんでいる。有殻アメーバや太陽虫も裸のアメーバもシャ ー レー中で容易に飼育できる。ただ見て

いるだけで面白いし数多くのことを学ぶことができる。このような原始の生物の世界をぜひ一度見

てみることをお勧めする。
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